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母親の生活史と育児態度に関する研究

一一(1)原家族における親子関係一一

研究第7部高橋種昭

I 研究 目 的

最近の社会の急激な変動と共に、家庭内における親子 じる事壮、現在の母親達の子どもに対する態度には、依

関係にも著しい変化がみられるという司王は、我国だけで 然として母親速の過去の家庭において経験した親子関係

な〈、世界各国に共通の現象である。我国においては、 なり、兄弟関係、というものが、非常に強く働いている例

敗戦という大きな社会変動があった為、特にそうした傾 を発見する事が多いとLヴ lJiである。

向は著しく、退去の封建的なグ家グ意識を背景にした親 そこで今回。研究は、そうした母親達の過去0)家庭に

子関係は急速に崩壊し、民主的な人間平等の思想、に立脚 おいて経験した親子関係とレうものが、現在の育児態度

L、愛情を中心にして営まれる新しいグ現代家族グが、 に如何様に持込ま;It..それを規制しているかを実誕的に

過去りグ家グに代って笠場してきている。 明らかにしようとするものである。

しかし、現実に我々が児童相談の場などで経験し、感

E 研究方法

本来こうした母親の心理の深層にまで調査が及ばねば

ならぬ研究は、長期にわたる函接や、テスト、観察など

を用いて、詳細な資料を収集する'JIが前提とならねぽ、

その実態を把握する事が困難な事は当然であるが、今回

は、先ずその第一段階として、質問祇により幼稚閤児の

母親を対象にして、母親のもつ両親に対する印象、両親

から受けた主主を中心にした調査を実施した。

質問紙の内容は、 A、B、Cの3つに大別さ;It..(A)1主

両親に対する印童話で、厳格さ、親和感、子どもに対する

関心、子どもに対する理解、神経質傾向、凡帳商さの 6

項目からなり、恒)は母親が丙親から受けた具体的な桜に

関する 14項目、 (C)I士現在の家庭で母親自身が行ってい

る援に関した 12項目、計 32項目からなっている。

そのうち(B)とOは両者を関連させてみる意味で同ーの内

容のものとした。(145ベージの別紙質問紙参照〕

調査は以上の内容の質問鼠を、幼稚闘の手を通じて母

親に配布すると共に、質問紙の結果を現在の母親の鋲態

度と関連させる為に、幼稚図の教師に母親の育児態度に

関する評価を依頼し、溺愛型、厳格型、放任型の 3つの

態態度を明瞭に示す母親を選んでもらった。

調査は、 4ケ所の幼稚闘の母親約800名古対象にして

行い、そりうち 667名から回答を得た。

直結果・考書芸

先ず最初に、調査の対象となった現在の母親速が、原 %と多く、過去の段闘の家庭の兄弟数の多かった事を示

家族において、父母何才の時、兄弟順位何番で出生した している。一人っ子は僅か3掃しか存在しない。

か、とし、う ~rについてみてみると、第 1 表(1)1 2)に示す如 母親達の両親に対する印象をまとめたのが第2i!tであ

く、出生時の父親の年令は26才から 30才までが最も る。

多く、 31才から 40才がこれに次いで、この両者で過 !日](1)は厳格さに関したもので、仰は厳しかったと思

半数を占めている。出生時の母親の年令は、 20才から う。 1ロHまどちらともいえない。 viは甘かったと思うとL、

25才が34%と圧倒的に多く、 20才から 30才まで う答であり、父親の方を厳しかったとしているものが明

で60掃を占めてレる。 らかに多い。

兄弟順位では、中間の子どもとして生れたものが51 聞側主両親に対する親和感をきいたもので、仰は親し
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ふ
19 才迄

20 - 25 

26 - 30 

31 - 35 

36 - 40 

41 - 45 

46 - 50 

51才以上

無

1 1 0.1 

81 1 12.1 

1981 29.7 

166 1 24.9 

941- 14.1 

741 11.1 

271 4.0 

41 0.6 

221 3.3 

10 1 1.ラ

2291 34.3 

177 1 26.4 

1251 19.0 

771 11.3 

281 4.2 

2 1 0.3 

o 1 0 
19 1 2.8 

第2表 両親に対する印象〈問の内容は 145頁参照〉

協 ぎ | 数
% 

一 人っ子 21 3.1 
長 子 162 24.3 

中間子 342 51.3 

末 干 136 20.4 

無 6 0.9 

6 公司:I % I %数 I % 数 I %数 |弾数

父 イ 267 40.0 306 45.9 344 
ロ 235 35.0 162 24.3 242 
ノ、 139 20.4 170 2ラ3 52 

無 26 3.9 29 4.3 29 

母 イ 209 31.7 ヲ15 77.3 459 
ロ 319 47.7 108 16.1 160 
ノ、 123 18.4 24 3.6 27 

無 16 2.4 20 3.0 21 

祖父 イ 62 9.3 69 10.3 62 
ロ 63 9.4 49 7.3 75 
ノ、 55 8.2 48 7.2 21 

無 487 73.0 ラ01 76.6 509 

担母 イ 50 7.5 152 22.8 100 
ロ 70 10.5 47 7.0 98 
ノ、 113 16.1 19 2.8 14 

無 434 63.7 449 67.3 4ラヲ

み易かったと恩う。(ロ)どちらともいえなし、。帥は何んと

なく近より難かった、という答で、やはり圧倒的に母親

を親しみ易い存在とするものが多〈、父親の場合は 25

%が近より難かっと答えている。

問13Hま両親の子どもIニ対する関心をきし、たもりで、子

どもに関心をよせ、気をくばっていたとするもの仰は、

父親の場合52%、母親の場合69%、子どもに関心が

なかったとするものv~fì.，父親 8%、母親 4%、どちら

ともいえない(ロH士、父親36%、母親 24%で、父親よ

り母親の方が子どもに対する関心の点で積極的だったと

いう印象を子どもに与えているkいえる。

同141は子どもに対する両親の理解についてきレた項目

51.6 305 4ラ7 171 25.6 438 6ラ7

36.3 283 42.4 234 .35.1 194 29.1 

7.8 49 7.3 232 34.8 9 1.3 

4.3 30 4.5 30 4.ラ 26 3.9 

68.8 407 61.3 179 26.4 350 52.5 

24.0 220 33.0 282 41.7 287 43.0 

4.0 19 2.8 190 29.5 11 1.6 

3.1 21 3.1 16 2.4 19 2.8 

~.3 52 7.8 32 4.8 87 13.0 

11.2 86 12.9 84 12.6 70 10.5 

3.1 17 2.5 41 6.1 0.1 

76.3 ラ12 76.8 510 76.ラ 509 76.3 

15.0 86 12.9 ラ4 8.1 108 16.2 

14.7 111 16.6 105 15.7 100 l正0

2.1 9 1.3 0.1 

68.2 461 69.1 456 1 68.4 458 68.7 

である。削の親を理解ある親だったとするもり父親 46 

%、母親61%、仰の自分勝手なわからず慶だったとす

るもの父親7封、母親 3%、Iplのどちらともいえなレと

するもの父親42%、母親33%で、この場合も父親は

母親より理解がなかった事になっている。

問15H主両親の神経質傾向についての質問であるが、こ

の場合には父母の問に印象の差はみられない。

問16H主凡帳面さについての項目であり、凡幌国だった

とするものw父親66師、母親 53%、だらしがなかっ

たとするもの刊父親 1%、母親2持、どちらともレえな

いlロl父親 29拓、母親43弼である。この数字からは親

和感にみられるような明瞭な差はみられないが、父親。

128ー



高橋 母親の生活史と育児態度に関する研究

方がやや凡帳聞だという事がいえよう。

次にその印象を母親出生時の父母の年令と関連させて

みたりが第 3表(l ~6) である。

厳格さについてみると、父親では年令の上の父親ほど

厳しかったという印象を与えており、 20代の父親と 4

0代の父親とでは、その厳しさについての印象にかなり

巴差がみられる。母親の場合には、そうした年令による

厳しきり差はみられない。(第3表(1))

親に対する親和感という点でも、年令の低い父親の方

が子どもに親しみ易かった存在とされており、年令の高

い父親は非親和的存在とされている。この場合にも母親

には年令による印象の差はみられない。(第3表(2))

子どもに対する関心よ理解という点についてみると、

あまり年令による印象の差はみられないカL子どもに対

する関心という点では、年令の低い母親が最も深い関心

問(7)r後片付けや整頓など小さい時から厳しくいわれ

ましたか」

問(8)r食事の前の手洗いなど厳しくいわれましたか」

問(9)rものを大切に使えという事を厳しくいわれまし

たかJ

払明暗「遊んでいる時など危い危いというような事を度

々レわれまじたかJ
問(叫「一寸風邪をひいても、すく。薬を飲まされたり、

医者につれて行かれたりしましたかJ
問(12)r叱られた時などすれこ即かれましたか」

向。母「叱られた時など押入れなどのような踏い所に入

れられましたかJ

向。.)r自分でできるような事でもす寸に親がしてくれ

まししたか」

間同「あなたの要求は何んでもききいれられました

を子どもによせていたという傾向がみられる。(第3表 か」

(3)(4)) 問(16)rあなたの御両親はあなたの遊び相手や話し相手

神経質傾向についてみると、 20才から 25才の父親

が最も神経質だったとされており、 40才代の父親が最

も無神経な父親となっている。母親の場合も若い 20才

から 25才の母親に較べ、 36才から 40才の母親は遥

かに無神経な存在となっている。つまり父母共に 40才

前後白ものが最も無神経な親だったという印象を子ども

逮に与えているわけである。

凡板商さについては年令による差はみられない。(第

3表(5)(6))

兄弟順位と親の印象とを関連させてみると、父母の場

合、厳しさ、親和悠では、 1人つ干や長女には甘く、親

しみ易い存在として印象づけられ、中聞の干どもには厳

しい、近より難い存在として印象づけられている。(第

4表(1)(2))

子どもに対する関心、理解についてみると、関心の場

合は兄弟順位による慈はみられないが、子どもに対する

理解という点では、母親の場合官こは差はみられないヵ:、

父親の場合は 1人つ干に理解ある存在として印象づけら

れている。(第4表(3)(4))

神経質傾向に関しては、母親の場合は 1人つ子に対し

て非常に神経質だったという印象を与えている。父親は

長子を中間の干どもとを較べれば、やはり長干に対して

非常に神経質だったという印象を与えている。

九帳面きについては、全体的に父親の方が凡帳商だっ

たという印象を子どもに与えている〈第4表(5)(6))

次に第5表は、母親逮が原家族においてうけた具体的

なしつけに関したもので、質問項目は次の如き内君主であ

る。

になってくれましたか」

「品同「あなたの子どもの時の家。食事はにぎやかで楽

しかったですか」

r"~(I8) rあなたの子どもの時の家は、家族で遊びに行く

ことなどありましたかJ

以上の問の中で、父親が最もしつけに参加しているの

は、問(9)の「ものを大切に扱うしつけ」であり、問(7)の

「後片付けや整頓Dしつけ」、問問の「体罰」がこれに

次L、でいる。

母親の場合は、問刷)の「風邪の際の手当」、問(9)四「

ものを大切に扱うしつけ」なとや、問(8)0)r食前の手洗

いのしつけJなどにやかましく、中でも問(7)と(8)は非常

に高い参加率を示しており、過去の家庭において母親が

整頓や堂前の手洗いなどに非常に厳しかった事がうかが

われる。

体罰については、意外なほど両親の間に差はみられな

い。問(13)のしつけり際の脅しの経験も、経験したものは

少なく、僅かな数字しか示されていなし、。

R抑制1~の殺の溺愛的態度についてみると、母親の方が

やはり甘い存在となっている。

開J(16)の遊び相手や話し柏手の場合も、父親の参加率は

非常に低く、僅か 5%しか父親に遊んで賞えなかったと

いう状態である。

間制輔の家族の団らんについてみると、食事の際は楽

しかったとするもの 83%、楽しくなかったとするもの

15%、その他 29るという結果がでている。 コ

家族揃って外出の機会は)，'なく、 50%、つまり約半

数のものはそうした機会はなかったと答えている。
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国
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卦
時
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晴
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国
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諮
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時
時
同
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潜

(2) 

ぷ
問 1 (厳しさ) 問 2 (親和感〕

きびしかった 522tも甘かった 無 計 親しみ易か どちえならとも近より難か 無 計
った いいった

数 1% 数]%数 1% 数 1% 数 1% 数 1% 数 l% 数 1% 数 1% 数 1%

1父li J1J jH jm 1211J j J;: 19才迄 母 20.01 6: 60.01 11 10.01 11 10.0:1 10: 100 

-2同|父ll371144;1117 4353j;j 191 1123 
母 37.111091 47.61 29i 12.71 61 2.6'，1 2291 100 1761 76.91 391 17.01 91 3.91 51 2.~1 2291 100 

…才|父i:i39j:131112ラ113ラ !?il∞ 
50.0'， 46¥ 23.21 461 23.21 71 3.511 1981 100 

母 30.5178144.11 42123.71 31 1.711 1771 100 

日111311m れ:::i:;:j11131 -35 ::r 1 JlJ 1 271 21.61 711 56.81 231 18.41 41 dl 1251 100 

4勺11%j11111 j6::|lω 14011却 j21221 1 35.11 261 33.81 221 28.61 21 2.611 771 100 77.91 10: 13.01 51 6. 
1-45:t1父1~i 必 113111162j411∞ 1:::j川 2:136'~1 ~ 母 39.31 lOi 35.71 71 25.01 01 011 281 100 

制-50才|;|l;|::jj;;j;1251 j II;1:: i lj4811Aj;;j j 

一上 1;l;lmj j501J25111;1 11 

無|父lj27j 1311 1271 1 1361100 川:|」 3」2母 Iラ 13168.41 21 10.51 11 5.2，1 191 100 

第3衰 出生時の親の年令と印象 (1)
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第3衰 (3) (4) 

H 

tヨ

ト国
!日，j 4 (子供に対する理解)

関心をもっヒと数ち主ZらE| とも 関心がなか 無 計 理解があったど之らともわか2ず屋 無 剖
ていた い っ た いない だっ

数 1%1%11% 数 1% 数 1% 数 1% 数 1% 数 1% 数 1% 数 1% 数 1%

19才迄 |;l jJ 121 1 1 1 : 門。。 JJ; 71 70.01 31 30.0 。。
|父|:1130371 17j j37 148j:1ω7 2ラ811 10C 

20 -2ラ才 母 1611 70.31 541 23.61 81 3.51 61 2.6 1451 63.31 711 31.0 3.51 5 2.2 2291 10C 
…才|父|101ラ3113711161135 

母 125170.61 401 22.61 71 4.01 51 2.8 1011 57.11 671 37.91 41 2 
…才|父;|労113311:lsj:|24 148;|::|認。|1710

母 66.41331 26.41 51 4.01 41 3.2 65.61 371 2ゆ.61 21 1 
~叶父|;|灯j13511110j j64 :1426 1“1 ララ

母 59.41241 31.21 41 5.21 31 3.9 55.81 271 35.11 31 3. 

…才国i;|11 1:1 1:1 1;1 1: 川肝1111:11;j j::j;|111 17122: 

回

議

窃
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時
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E
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間
同
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(6) 

誌と
問 5 (神経質傾向) 問 6 (凡帳面さ〉

榔質叩22tも燃は寸オ計 !LiJ>函だったど混とも だらど1な L|数~i % I 計いいかっ

数 1% 数 1% 数 1% 数 1% 数 1% 数 1% 数 1% 1 数 1%

111111門 :1:11 1~1 川 m 出い
一才lU1;14;j1211; 山jA:: ?14: 

母 24.8131 2.411 1251 1∞|ラ5.21511 40.81 ~ 1.6j 31 2.411~_1ω 

才;!バ ;:|;:;;|::::l:;11;;ji:j:;9:7
父 15120.31 241 32.41 311 41.9i 41 5.411 741 100 ラ0167.61 191 25.71 21 2.71 31 4.1 

トラO才1~ I ~118'~1 川:|:; 2j;: 川 ;;1 11-R 

…!;11オjj j 11:jω11山:1:1 :1 
無 l

父

l12jj311け 11361ii 門 01U615
母 36.81 51 26.31 61 31.61 11 5.211 191 1001 1 101 52.61 71 36.81 11 5.21 11 5.2 

第3衰 (5)

H 

((l 



厳しさ

に:T
父 母

どちならともい どちならともい
計

きびしかった
えい

甘かった 無 きびしかった えい
甘かった 無

数 1% 数 I % 数 1% 数 数 I % 数 数 数 I % 数 I % 
一人っ子 6 4 19.01 7 33.3 4 19 .o~ 33.3 4.8 4 19.0 21 100 

長 子 ラ7 35. 66 40.7 37 22.8 2 1.2 36.4 4ラ 27 16.7 3 1.9 162 100 

中 間 児 153 44.7 12ラ 36.5 ラ7 16.7 7 2.1 117 34.2 lラ6 4ラ 63 18.2 6 1.8 342 

宋 干 予1 37.5 36 26.5 36 26.5 13 9.6 41 30.1 63 46. 29 21.3 3 2.2 136 

無 2 33.3 2 33.3 2 33.3 。 q 1 16.7 3 ヲO. 2 33.3 。。 6 

(1) 兄弟順と親の印象第4表

E井

古車

串
諮
凸
除
部
活
作
域
諸
国
師
同
開
門
藷
斗
N
V
制
調
滞

感

iiiifh44I4主将14ι二 l 計

|日;jihA11::111:;1111ijjill!1111

和親(2) 第4表

ー
ロ
M
l

無 。。日66.71 16 16.7 41 66.7 

立で
父 母

関心をもって どちらともい 関心をもって 関、、心Tιをもって えどちないらともい 関い心なをもって
言十

、、すこ えない いなかった 無
かった

無

数 1% 数 数 数 1% 数 数 数 数 1%
一人っ子 ラ2.4 6 28.6 。。 4 12 57.1 5 23.8 。。 4 19.0! 211 1 

長 干 54.3 63 38.9 9 5.6 2 121 74.7 33 20.4 6 3.7 2 1.2 1621 1 

中 問 児 180 52.6 125 36.5 28 8.2 9 2 229 67.0 91 26.6 14 4.1 2.3 3421 1 

末 子 62 45.6 46 33.8 14 10.3 14 10 90 66.2 34 25.0 ち 3.7 5.1 136 100 

無 2 33.3 3 50.0 16.7 。 ラ 83.3 q 。 16.7 q 6 100 

子供に対する関心(3) 第4表



子供に対す る理解

じ立
父 母

どちならともし、 わからず屋だ どちらともい わからず屋だ
計

理解があった
えい った 無 理解があった えない った

無

数] % 数 数 数 r % 1 数 1% 数 数 数 1% 数 ] %

一人っ干 13 6l.9 3 3 4.8! 5 23.8' 21 100 

長 子 71 43.8 75 46 13 8. 53 32 6 3.7 0.6 162 100 

中間児 146 42.7 144 42 42 12.3 123 36 6 1.8 8 2.3 342 100 

末 子 59 43.401 1 
41.2 9 6.6 42 3日 ち 3.7 

70
ラ011

l 
136 100 

無 3 50 16.7 16.7 16. 16.7 6 100 
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田
M

甘
務
時
晴
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誠
事
司
何
日
司
諮
咽
刷

抽
明

H

治

向

エ 22tともい務質でなか| 無 神経質だった izztともい|喋質でなか l 無神経質だった

数¥% 数 J% 数 1% 数 1% 教|%|数 1% 1数 1% 1数]% 数

4661 
! 19.0! } 人つ子 3 14.3 8 14.3 4 21 100 

長 子 54 33.3 36 28 46 28 72 44. 25.9 2 l.2 162 100 

中附児 79 23.1 36 131 38 2. 91 26. 151 44 95 ち l.5 342 100 

末 子 31 22.8 33. 45 33. 10. 44 32. ラ7 41. 30 22. 5 3.7 136 100 

無 3 50.0i 16 2' 33. 16 16. 3 50. 16.7 6J 100 

傾質経神151 第4衰

仏b
~ 

き

lJT 
父 母

凡 蜘わた 112tともし I52しがなか| 無 どちならともい
っだた

らしがなか
J十

凡板商だった
えい

無

数|弼|数 I%数 I%数 1% 数 数 数 1 % 数|弼 数 1% 
一人っ子 11 52.4 5 23.8 11 23.8 4.8! 4 19.0 21 100 
長 子 99 6l.1 ラ9 36.4 3 。 79 48. 80 49.4 l.2 0.6 162 100 
中 n.1I児 242 70.8 89 26.0 2 0.6 2 174 50. 152 44.4 2.9 6 l.8 342 100 
末 子 82 60.3 39. 28.7 2 1.5 9 83 61.0 47 34.6 。 6 4.411 136 100 

無 3 50.0' 3 ラ0.0 q 。l 2 33.3 3 50.0 16.7 。
Oil 6 100 

面様凡161 第4衰



Z時

市
却
諮
告
一
除
部
活
作
時
酒
田
明
』
時
打
一
組
斗
N
V

謂
滞

吉富

原家族でうけた駿(問の内容は145頁参照〉

五竺アi;~ 1 : 
問 10 問 11 問 12 同 13 問 14 問 15 問 16 同 17 間 18 

数 1% 数 1% 数 1% 数 1-% 数|拓 数 1% 数 1% 数 1% 数|問 数 |拓 数 1% 数 1%
E主 し、 531 541 81.1 ララ 3 151 22. 951 14.2 112 16.8 183 27.4 344 ラl うう382.9 316 47.4 

(父) 113 16. ラ~ 8目7 136 20.2 351 5 7.3 69 10目 271 4.0 71 1.0 471 7.0 341 5.1 

12ラ7181.2446 5 q (j辛) 312 46.~ 2871 43.2 239 36.3 36.9 6う 9.71 501 7.5 761 11.4 761 11A 176 26.4 

(祖 父) 14 2.~ 71 1.0 18 2.8 0.4 6 0.71 41 0.6 11 0.1 41 0.6 31 O. 
(祖 母) 261 3.7 2 3.3 221 3.3 231 4.9 lラ 2.2 21 O. 51 0.7 141 2.1 211 3.1 131 1. 

(丙 親) 461 6. 3 4.8 981 14.7 28u!42 o 351 5.2 31 o. 11 0.1 61 0.9 151 2.2 591 8. 
(兄 醐i) 31 0 31 0.4 11 0.1 11 0.1 11 0.1 。。21 0.3 11 0.1 21 0 
(使 用 人) 21 0.3 11 0.1 11 0.1 21 0.3 11 0.1 。。。。21 0.3 21 0.3 11 0.1 
(祖 父 母〕 11 0.1 11 0.1 31 0.4 31 0.4 11 0.1 。。11 0.1 。。31 0.4 71 1.0 
(母と祖父) 21 0.] 11 0.1 11 0.1 11 0.1 。。。。。。。。。。21 0.3 
(母と祖母) 71 1.0 41 0.6 31 0.4 41 0.6 。。。。。。11 0.1 61 0.9 
(母と祖父母) 。。 。11 0.1 。。。。。。。。11 0.1 。。
(母と使用人) 。。 。。。。。。。。。11 0.1 11 0.1 11 0.1 
(肉親と祖父母) 11 0.1 。 。 。。。。。。。。。。。。
(両親と祖父) 。 。 。。。。。。。。。。。。
(雨続と組母〉 。 。。。。。。。。。。。。
(父と祖父) 。 21 0.3 11 0.1 。。11 0.1 。。。。。。
(父と祖母) 。 11 0.1 。。。。。。。。。。
(叔 母)

413 1~1 2.~1 
。。。。 11 0.1 。。

~I 0 (そ 0) 他) 。。 。。。。
(無〉 131 1.6 21 0.3 11 1.6 391 5. 

L、 し、 え い1 1 1 rr仲31747寸先1 8 1 1 u f oi-竹岨無 。I12
1 1.

8
1 111 1.

0
1. 

13
1 1.9[ 111 1.

6
1 

18
1 2.71 

10
1 1.

5
1 1~1 2. ~I 1 ~I 1. ~1 1~1 2'~1 ~I ~:~I 1~1 1.~ 7c の 他 01 01 01 01 01 01 21 0.11 01 0 
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これら白結果と現在の家庭で行っているしつけを比較 している。その最も大きな変化は家庭内町空気が親和的

益三トーと|はい!川|鰯白話「一ーと|はい|に司無答

時穫祭事防止|符61ベ0811:1fi段抑制叶 84.31J.5

引較す立高桜そtZ|%11281111:|探撚静駁13.61労 612.8 
浮誌百?ーヱー|はづニ出直瓦百トーとかいいいえ|鰯

ilmzzmtき|什 ω|181i112F諒t2T利ベ創11 2.1 

Z|誇?諜諸問ベ 64116P|離を官邸|仰い3.211.9
南お?ーと|は¥"I ¥.，，¥..え無答!団77E「ーといしい、ぇ|鱗

;|諮問叫川 16.911.011 :諮問空間5124lm卜6
Z| 問域社説|川I~イ一二 :1 議疑問だ卜1.51 -67.211.3 
1-;面iE3一一主」は Lい、|い川え無鰯答五雨コ「一一主一|同はい|い
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1-;函:z5一一竺|はい|川ぇ鰯五函訂1 ~-~は L、|いほ|鰯

ii課総務|什 43.311.611:鰐 抑制 ω卜5.41J.5 

;li繍言語科幻4|ω:-11:君主波紋総 88.919.31 1.8 
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2.7 r:毅静岡ベ 49.51-=
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到

書事

鞠
溜
岳
山
昨
部
盟
問
~
げ
功
満
国
間
同
時
行
葱
斗
担
割
弔
滞

(2) 

記ブ
間7 ・閃 21 (自在頓の袋) 諸 問 8

a 、，、 いいえ その他 無 計 は いいいえそ り他 無 計
h主 し、 数 1% 数 1% 数 1% 数 1% 数 数/%数/%数 1% 数 1% 数

父 106 93.S 5.3 。。 0.9 113 父 551 93.2 2 3.4 。! 。2 3.4 59 
母 304 97.4 1.3 。。4 1.3 312 母 271 94.4 11 3.8 。。ら 1.8 287 
両 ま四先 451 97.8 。 2.2 。。46 両 親 311 96.9 。。。。 3.1 32 
祖 父 141 100.0 。。。。。14 祖 父 61 85.7 1 14.3 。。。。7 
祖 母 261 100.0 。。。。。26 祖 母 221 100.0 。。。。。。22 
祖父母 11 100.0 。。。。。 祖父母 11 100.0 。。。。。。l 
母と祖父 21 10日目。 。。。。。2 母と祖父 11 100.0 。。。。。。
母と祖母 41 100.0 。。。。。4 母 と 祖 母 71 100.0 。。。。。。7 
父と祖父 。。 。。。。。。 父と祖父 。。。。。。。。。
父と祖母 11 100.0 。。。。。 父と祖母 。。。。。。。。。
兄 姉 。。。。。3 兄 姉 31 100.0 。。。。。。3 
使用人 21 100. 。。。。。2 使用人 1/ 100.( 。 。 C 
両親と祖父母 11 100. 。。。。。 無 81 88.9 l 11.1 。。。。9 
無 61 100. 。。。 。6 

計| 吋 94.6/ 429 

計| 引6! 好 4 14 531 、、 し、 え 196 86.7 281 12.4 。。2 0.91 226 
、，、 し、 え 11 。 0.8 131 k の 他 。。。。。。。。。
7C (/) 他 。 。 。。。無 111 91.7 。。。。 8.3 12 
無 100.0 。 。 。。ろ

計| 238 
計| 136 

(1) 第7表
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田
い
骨
務
時
晴
岬
時
哨
同
事
国
副
首
湖

識
回
総

(3) 

品tT 間 9 23問 (物を大切に使うしつけ) ぷナ 問 10 . 問 24 (遊び中の干渉)

1:1: し、 いいえ そり他 無 計 。主 、、 いいえ そ白他 無 計

f:t L、 数 l弼 数 1 % 数 J% 数 1% 数 f:t し、 数 1% 数 1% 数 1% 数

父 119 。3 2.2 136 父 28! 80.0 61 17.2 。 2.8 35 

母 227 95 。3 1.2 239 母 101 80.8 21 16.8 。3 2.4 125 

両 941 95.9 4.1 。。。98 同 親 241 85.7 41 14.3 。。。28 

祖 父 131 72.2 22.2 。 5.6 18 祖 父 41 57.1 31 42.9 。。。7 

祖 母 221 100.0 。。。。。22 祖 母 241 72.7 71 21.2 。。2 6.1 33 

祖父母 31 100.0 。。。。3 祖父母 31 10日.0 。。。。。。3 

母と祖父 11 100.0 。。。。 母と槌父 11 100.0 C 。。。。。
母と姐母 41 100.0 。。。。4 母 と 祖 母 31 100.0 。。。。。。3 

父と姐父 21 100.0 。。。。。2 父 と 祖 父 。。。。。。。
父と祖母 11 100.0 。。 。。 父と祖母 。。。。。。。
兄 姉 11 100.0 。。 。。 。。

001 1 
。。。。

使用人 使用人 11 50.0 。。。2 

無 141 93. 15 母と祖父母 11 100.0 。。。。
判 例l ヲ41

両親と祖母 。。。。。。
両親と祖父 11 100.0 。。。。

し、 、い え
1179j 

d1m9.01 1 

0.9 11ラ 無 12.ラ q 。。。8 
7C 。他 。。。

1971叫 45 1 回~無 。。11 
248 

し、 し、 ぇ i

21:1  

131 。 406 
126 

イ血 。7C の 。 。
無 ラ 。21 15. 13 

419 

(41 

~ 
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宣車

蔀
掛
描
召
除
都
港
~
げ
時
温
情
田
明
附

R
E斗
N
V
制
調
岨
同

(61 

出でfト1問問 25 …制 出ケは 問 12 . 問 26 〈体罰の使用〉

|いいえ lその他| 無 ぃ|いし、ぇ|その他| 無 |計

b主 ぃ|数 1%1 数 I% I数 I% I数 I% 1数 ~:I: し| 数 1% 1数 1% 1数 1% 1数 1% 1数

父
24333421{ i 87. 

6! 12.2 。 。49 父 201 29.01 461 66.7 。。3 4.3 69 

母 95. 10 4.1 。 0.8 246 母 33 ラ0.8 311 47.7 。。 Iラ 6ラ

両 親 91. 3 8.6 。 。35 両 親 21 66.7 11 33.3 。。。。3 

極 父 11 33 21 66.7 。。。。3 組 父 41 66.7 21 33.3 。。。。6 

主宜 母 131 86. 。。。。15 祖 母 。。21 100.0 。。。。2 

祖父母 11 100.0 。。。。 祖父母 。。。。。。。。。
母と祖父 。。。。。。。 母と祖父 。。。。。。。。。
母と祖母 。。。。。。4 母と 祖 母 。。。。。。。。。
父と祖父 11 100. 。。。。l 父と祖父 。。。。。。。。。
父と祖母| 。 。。。。。 父と 祖 母 。。。。。。。。。
兄 姉| 11 100. 。。。。 兄 姉 11 100.0 。。。。。
使用人 11 10日目 。。 。 使用人 。。 。。
両親と祖父 。。 。。 無 。。。。う

無 。。 。13 
計| 611 40.41 外ラ7.01 1ラl

判刈 4 369 し、 し、 え. 393 78.91 。。 498 
し、 L、 え 2016!71.8 0 711 24.7 0.4 d 印

3.1 287 7C の {也 。。。。 。
7C の 他 。。。。 。。無 22.2 121 66.7 。。 11.1 18 

無 72.7 21 18.2 。。l 9.1 11 
516 

計| 297 

(51 第7表
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計

数

間 14 ・ 閃 28 (習機的援助〉

ぃ|いいえ|その他| 無

いパ数 1% 1数1% 1数|

281 36.副

(81 

時一計

数

問 13 ・問 27

数

叫。l
o 

。|叫61 85.71 

6 

。
。

141 
E
M
背
骨
開
ゆ
抽
岬
端
謂
滞
国
司
首
潤

。:

叫。l叫州
可
J
U』
刈
叫

日制 。
。l
01 

1

1

2

 

01 

。
。l

27 。。。5.2 23 

。
。
日

7.1 

0 。l

回。
。
。
。
。
。
。

∞
 

4
4
!
N
H
M
 

d 

。:
制
1
0

∞
 

63.21 

50.01 

01 
。|

4剖

31 

01 

同

回

叫

U 

回

父

母

両

祖

祖

極父母

母と祖父

母と祖母

父と祖父

父と極母

晃姉

使用人

叔母

母と使用人

無

e土数

31 50.01 親

父

母

50 到 4.0。。
ハU

パ
可
引
川
ー

の
4

J
k
d
-6

 叫

回

d 

ぃ戸アいえ|その他|

1 %-1数己|数 1% 1数1

1111 
11 

114判

。
。

。l

。l

叫

88.0 

00.01 

11 100.叫

71 ヲ0.0

。l叫

4 

01 

01 

5 
01 
o 。
0 

01 

。
01 
o 。
。。

再竺
(7) 第7褒

。。。:。
。:
日

~t 

父

母

丙

視

祖

祖

。叫

N
U
つJ
州
M
馴

∞
 

4
4
 

。。
。

。

ii 

。l
。

親

父

母

父母

母と祖父

母と祖母

父と祖父

父と祖母

兄姉

使用人

無

e‘ o 

6 

。
。l

。。
抽
明

H

裕

01 。11 100.01 

11 50副

01 

11 50.01 
9ラll

 

l
 

q
b
 

1121 

1

0

4

 

4

1

 

ラ91 1.引01 。:

寸
刈
l。〆

K
J
 

7
 

4
U
 

76.2 4121 
オヱJ
12日計

いいえ
の他z 〈

無

5621 
。|

101 

2

0

 

qJ 
8
 

1
 

11 10叫

。:

。。
。
札

い

そ

無

5551 

副

21.4 
q 。

1_1 

叫

到 64.31

計|
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冨量

毒事

鞠
溜
su
除
部
活
作
時
混
同
間
同
行
酒
斗
N
V

溜
滞

由時

ぷア 問 15 問 29 (要求を無条件に容れる) 持??|は 問 16 . 問 30 〈遊び相手、話し相手〉

e主 ぃ|いいえ|そり他| 無 |計 い|いいえ|そり他| 無 |計

b土 い|数 I% I数 1%1 数 I% I数 I% I数 1:1: い | 数 1% 1 数~数 1 % I数 1% 1数

父 E 。47， 父 3C 3 8. 。。 3.0 34 
母 39 ラ1. 。。76 母 162 92. 14 7.9 。。。。176 
両 親 71 46. l 6.7 15 同 親 57 96. 2 3.4 。。。。59 
極 父 。 100 。。4 担 父 3 100. 。。。。。。3 
祖 母 61 28.6 61. 2 9.5 21 祖 母 101 76.9 31 23.1 。。。。13 
祖父母 21 66.7 33. 。。3 祖父母 71 100.0 。。。。。。7 
母と祖父 。0: 。 。。。 母 と 祖 父 21 100.0 。。。。。。2 
母 ζ 祖 母 。 。。 母と祖母 3 ラ0.0 31 50.0 。。。。6 
父と姐父 。。 。。。 父と祖父 。。。。。。。。。
父と祖母 。。 。。。。 父 と 祖 母 。。。。。。。。。
兄 姉 。。。l 兄 姉 21 100.0 。。。。。。2 
使用人 。。。。2 使用人 。。 11 100.0 。。。。
両親と祖父母 。。。。。 母と使用人 11 100.0 。。。。。。
母と祖父母 。 。 その他 11 100.0 。。。。。。
母と使用人 。 。 無 391 100.0 。。。。。。39 
無 63 。 。11 

計| 317
1叫

計| “i 47.01 183 
え 240 78.2 581 18.91 。。9 2.9 307 し、 し、

し、 し、 え. 

1;:1 1.3 473 7C の 他 。。。。。。。。日
そ の 他 。。無 131 81.3 6.2 。。21 12. 
無 。11 

計|
484 

(9) 第7表
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過五竺

問 17・問 31 (企，]1:時の楽しき)

b主 し|いしえ|その他| 無 |計

| 数f%l数|弼|数f%l数 1% 1数

1;: し|吋 88.61 521 9.41 111 2.01 553 
計 |寸

いい え 79! 76.7 1.0 103 
その他 21 100.0 。。2 
無 71 77.8 。。9 

日十

(12) 

出ナ|は

問 18・問 32 (家族揃つての外出〉

ぃ|いいえ|その他! 無 |計

|数 1% 1数 1% 1数 1% 1数 1% 1数

e' 1詞 81.31531 16，81 11 0，31 51 1.61 316 

計 1 1 1 
いいえ 可制その他

72.0 7 無

計 1 1 

次に母親達がこうして経験したしつけが、現在の育児

態度にどの様に影響しているかという事をみる為に、過

去において受けたしつけと現在自己の家庭が行っている

しつけを各項目毎に比較してみた。(第7表(1)-(め〉

この場合、過長のものが飽くまで記憶に頼ったもので

あり、現在のもりとを比較するのは、レささか適当を欠く

事は事実であるが、過去にそうしたしつけを受けたと、

現在記憶している母親のしつけが現在どうあるかという

事をみるのは、あながち無意味ではないと思う。

過会にあるしつけを受けたものと受けなレものとの現

在のしつけ態度には明らかに有意の差がある事は検定の

結果も明らかであP、過去において受けたしつけを現在

の家庭で行っている傾向がある'J~がはっきりみられた。

中でも大きな慈があったものは、風邪の際の扱L、、体

問の使用、遊び相手、ものを大切に扱うしつけなどであ

った。

つま 0親から体節をもって育てられた者は、自分が母

親となった際にも、同じ様な扱いを子どもに対して行

レ、親に遊んでl'l'った経験のあるものは母親になった際

340 。
11 

に屯子どもの遊び相手になるし、親からものを大切に扱

えとしつけられたものは、やはり母親になった際子ども

に対しても同じ様なしつけを行う事になるわけである。

共他、整頓のしつけ、食前の手洗い、遊びに対する干

渉、脅しによるしつけ、溺愛的援助、家族の団らんな

ど、どの項目をみても閉じ事がし、える。

文、その内容を更に詳しくみてみると、父親にいわれ

てレた場合より、母親にいわれていたものの方ヵ:、同じ

しつけを繰返し行う傾向が強い。(第字表(1)-同参照〉

次に過去り家庭における親に対する印象と幼稚図教師

に評価してnった厳格、溺愛、放任の三つのダ司プを明

瞭に示す母視のしつけ態度とを結びつけ、現在のしつけ

型と過去に経験したしつけとの関係についてみてみたの

が第B表(1)吋 6)である。

厳格さにつレては、溺愛型の母親には自己申父親を溺

愛的だったとするものが多く、厳格裂の母親の場合に

は、肉親共に厳しかったとするものが多い。(第8表(1)

〉つまり溺愛的な態度で現在干どもにあたっている母親

は、父親から非常に甘やかされて育ったものが多く、厳
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第 8表 (2)

この結果からみると、度々いわれる、厳しく育てられ

無理解な態度で親にあたられた人聞は、親になった場合

その反動として子どもに甘〈なるというような引は、今

回り調査からはいえず、むしろ同じ様な態度である親が

多いという事ヵEいえよう。

神経質傾向についてみると、民主権裂の母親には神経質

な扱いをうけたもりが溺愛型の母親に較べると遥かに少

ない。(第B表'(5))

凡帳函さについてみると、厳格型の母親に両親共に凡

帳面だったと答えるものが多くみられる。(第8表(6))

父母こ対する印象 現在の育児態度

父 母 放任型|溺愛型|厳格型

イ イ 8 11 5 

イ ロ 2 

イ J、

ロ イ 2 

ロ ロ 2 2 

ロ J、

，、 イ l ろ

ノ、 ロ

ノ、 ，、

7C の 他|

計 12 I 

子どもに対する関心、理解という点についてみると、

溺愛型。母親に父母共に子どもに深い関心をもち、また

理解ある親だったと答えたものが、厳格型、放任型の母

親に較べてo-'、。(第8表(3)(4))
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格型の母殺の場合は、両親から厳しし、しつけを受けてい

たものが多いというき~~になる。

親和感についてみると、厳絡型の母親に父親を近づき

難い存在だったとするものが多いという以外には、しつ

けのタイプによる差はみられない。(第8表(2))
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{イ 神経質だった
(問手)神経質傾向(ロ.どちらともいえない

し、.神経質ではなかった

| 現在の育児態度

母 |放任型|溺愛型|厳格型

行11
4 

イ 3

1

3

ーヨ川一

ロ

言l

第8衰 (6)
[イ.凡仮面であった

(問6)凡帳面き{ロ.どちらともいえない
し、.だらしなかった

| 父母こ対する印象 現在の育児態度

父 母

イ イ

イ ロ 8 I 6 
イ ノ、

ロ イ 2 I 1 I 1 
ロ ロ 2 う ラ|

ロ /、

J、 イ
J、 ロ

，、 J、

7
C の 他|

音「 12 I 

官む

以上今聞の調査結果から、現在幼児を持っている母親

の過去に経験した親子関係やLつけと現在の家庭で行っ

ているしつけとの関係についてみてきたわけであるが、

母親逮四過去に経験した親子関係には、その兄弟順、出

生時の父母の年令などにより、大きな違レがみられ、現

在。しつけ態度に、それらの迷いがそのまま持込まれて

いるという事実が判明した。

しつけ型と兄弟順位についてみたりが第9表である

カL溺愛型の母親に中附の子どもとして生まれたもりが

多く、放任型白母親に長子が多いようにみえるが、数が

少ないためはっきりした事はいえない。(第9表〉

第9表 E獣型と出生時の兄弟順位〕

q
J
q
J
1
A
 

昨ケ| 放量 厳重 ~I 

1人つ干| 。 。
長 子 6 3 12 

中 H~I 子 7 7 24 

末 子 4 2 8 

無 答 。 。 。
45 

しつけ型と出生時り肉親~年令との関係についても、

数が少なかったため、はっきりした傾向はつかめなかっ

た。(第 10表)

第10衰 〔験型と出生時の親の年令J( )は母規

l孟竺l
童話5 放量 厳格型 計

19 才 迄 。(0) o (0) 
20 ~ 官5 1 (7)1 4 (7) 。〈ヲ〉 5 (19) 

26 ~ 30 7 (5): 6 くの ラ (4) 18 (14) 

31 ~ 35 6 (3)1 4 (5) 4 (1) 14 (9) 

36 ~ 40 1 (1)1， 0 (0) (0) 2 (1) 
41 ~ 45 1 (0) 2 (0) 。(0) 3 (0) 
46 ~ 50 。ω〉 o (0) 。(0) o (0) 
ラl才以上 。(0)。(0)。(0) 。(0)

無 答 。(0) 1 (0) 2 (2) 3 (2) 

計 16 I 45 

す び

もちろん今固め調査は、 l清にも述べた如く、あ〈まで

も第一段階としてのもりであるため、この結果から結論

めいた事をいう事ができないのは当然であP、今後吏に

引統いて、事例調査を中心にした調査を実施し、母親の

生活史や育児態度について、より深〈究明し、両者の関

係について研究を進出てゆく予定である。
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(別紙)質問紙

くお 願 い〉

最近。家庭生活の中で親と子どもの生活が非常に背とは変ったということが盛んに去われています。この調査

はそうした親子関係巴変り方を調べようとするもので決して個人的なことを問題にするものではありませんから、

お母様方がど自分のお育ちになった家庭で経験された事と、現在の家庭でお干椴に対して行っているしつけにつ

いてありのままりことを御記入下さい。質問に出て来る御丙親とはお母様方のお父様、お母様のことです。つま

りお子様のお祖父様、お祖母様のことです。(質問。以下は現在の御家庭のことを御記入下さい)

(?;ニ;ZE::?を恐縮ですが調査をかでおりますので明後日付こ必ず好機にお持たせにな)

(A)お母様の御両親の御印象在下記の六聞についてお答え下さい。(父親、母親のそれぞれについて帥例制の中で

あてはまる答をOで閤んで下さい。なお祖父母の所は子どもの頃長い間一緒に住んでいた方だけ御記入下さい。〉

(問 1)あなたは御両親をきびしい親だったと思いますか。

父親は=仰 きびしかったと思う (ロ1どちらとも云えない 付甘かったと思う

母親は=，1) きびしかったと思う (ロl どちらとも云えなし、 付甘かったと思う

祖父は=(引 きびしかったと思う (ロl どちらとも云えない 判 甘かったと思う

祖母は=材l きびしかったと思う (ロ} どちらとも云えなし、 け甘かったと思う

〈閑2)あなたの御肉親は親しみやすかったと思いますか。

父親は=附親しみやすかったと思う (pl どちらとも云えない 判何んとなく近より難かったと思う

母親は=附親しみやすかったと思う (pl どちらとも去えない 付何んとな〈近より難かったと思う

祖父は=f!l親しみやすかったと思う (ロl どちらとも云えない 付何んとなく近より難かったと思う

祖母は=f!l親しみやすかったと思う [ロ) どちらとも去えない 付何んとなく近より難かったと思う

〈問3)あなたの御両親は子どものことに常に拠むをよせ、気をくばってくれていたと思いますか。

父親は=f!l子どもりことに常に深い関心をよせていた主恩う (ロl どちらとも云えない

判関心なとあまりなかったと思う

母親は=似]

付

祖父は=m
同

祖母は=付l

同

子どものことに需に深レ拠むをよまていたと思う

関心などあまりなかったと思う

子どもりことに常に深い関心をよせていたと思う

関心なとあまりなかったと思う

子どものことに常に深い関心をよせていたと思う

関心などあまりなかったと思う

(ロiどちらとも云えない

(ロ) どちらとも云えない

(ロ] どちらとも云えない

(問4)あなたの御肉親はあなたのことをよく理解して〈れていたと思いますか。

父親は=f!l理解のある物判りりよい続だったと思う [ロ] どちらとも云えない

円 自分勝手なわからず屋だったと思う

母親は=f!l理解のある物判りのよい親だったと思う (ロ) どちらとも去えない

付 自分勝手なわからず屋だったと思う

担父は=μi 理解のある物判りのよい親だったと思う tロ) どちらとも云えない

同 自分勝手なわからず屋だったと思う

祖母は=帥理解のある物判りのよい親だった主思う 刷 どちらとも云えない

付 自分勝手なわからず屋だったと思う

(問5)あなたの御両親は神経質だったと思いますか。

父親は=f!l神経質だったと思う 同 どちらとも去えない 同神経質な所などなかったと思う

母親は=f!l神経質だったと思う 同どちらとも云えない 判神経質な所などなかったと思う
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祖父は=帥神経質だったと思う [ロ) どちらとも云えない 付神経質な所などなかったと思う

祖母は=川神経質だったと思う (ロ) どちらとも云えない 川神経質な所などなかったと思う

〈問 6)あなたの御両親は凡帳商だったと思いますか。

父親は=11) 凡仮面だったと思う (ロlどちらとも云えない 付だらしがなかったと思う

母親は=仰凡帳面だったと思う lロ)どちらとも云えない 判だらしがなかったと思う

祖父は=仰凡帳面だったと思う 伊lどちらとも云えない 例だらしがなかったと思う

祖母は=附凡帳面だったと思う (吋どちらとも云えない 付だらしがなかったと思う

(Bコお母様が子どもの頃御両親から受けたしつけについて下の関にお答え下さい。

(あてはまる答をOで囲み、川の場合は( )内にも御記入下さい。〉

(問7)後片付けや整頓などを小さい時からきびし〈云われましたか。

仰はい=そりことを去った人は』祉でしたか( ) 

(ロ) ，、し、え

(I~J 8 )食事のl滴の手洗いなときびしく云われましたか。

似lはい=そのことを云った人は誰でしたか( ) 

fロ]いし、え

(問 9)もりを大切に使えということをきびしく云われましたか。

仰はい=そりことを云った人は誰でしたか( ) 

l吋いいえ

(問10)遊んでいる時など危い危レというような事を度々去われましたか。

附はい=そむことを云った人は，jgでしたか( ) 

(ロ)いいえ

(問11)一寸風邪をひいてもすぐ薬を飲まされたり、医者につれて行かれたりしましたか。

仰はい=そのことをす十にした人は誰でしたか( ) 

lロlいいえ

(問12)叱られた時などすぐに叩かれましたか。

仰はい=すぐにpn，、た人は誰でしたか( ) 

(ロ)いいえ

(r"113)叱られた時など押入れなどのような暗い所に入れられましたか。

仰はい=すぐにそうしたことをした人は誰でしたか( ) 

同いいえ

〈問14)自分で出来るようなことでもすく剰に殺がしてくれましたか。

ffIはい=すぐにしてくれた人は誰でしたか( ) 

{ロlいいえ

〈問15)あなたの要求は何んでもききいれられましたか。

仰はい=すぐにききいれてくれた人は誰でしたかく 〕

[吋いいえ

(問16)あなたり御両親はあなたの遊び相手や話し相手になって〈れましたか。

附はい=相手になってくれた人は誰でしたか( ) 

{ロlいいえ

〈問17)あなた母子どもの時の家の食事はにぎやかで楽しかったですか。

11) I主 い

(p) いいえ

(閃18)あなたの干どもの時。家は家族で遊びに行くことなどありましたか。

ff1 1主い
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(ロ) c、いえ
(問19)あなたが生れた時。御丙親の年令を御記入下さい。

父 才，母才

(問20)あなたの御兄弟を御記入下さい。<お子様にとってはおじさん、おばさんのことです〉

兄弟なし，兄 人，姉人，弟 人，妹 人

橋M 

COJあなたが現在の御家庭でお子様に対してとってお品れるしつけlニついてあリのままに下の聞にお答え

下さい。

(あてはまる答をOで間んで下さい〕

(悶21)後片付けなどキチソとするように'品に教えていますか。 μ) はい

<r"122)食liiJの手洗いなど必らず行なうように常に教えていますヵ、。 仰 はい

(~訟のものを大切に使えということを1世に教えていますか。(f) はい

(閃24)子どもが遊んでいる時などつい危い危いというようなことばが山てしまいますか。

(f) f;n、

(向25)子どもが風邪をひいてもすく剰に楽を飲ませたり医者につれてゆきますカ匂(f) はい

(閑26)子どもを叱る時すぐに叩いてしまいますか。 似) はい

(問27)子どもを叱る時すぐに押入れなどの様な陪い所に入れてしまいますか。 付lはい

(問28)子どもにねだられるとすぐに要求をいれてしまし、ますか。(f) はい

(向29)子どもができることでもすキに手伝ってしまいますか。 刷 はい

(閃30)時闘があれば子どもの遊び椙手になってあげます治、 川 はい

(問31)食事の時なと・皆で話し合ったり楽しく過しますか。(f)

(r"132)休みの日など家族皆で遊びに行ったりしますか。 川

いいえ

し、し、え

L、L、え

し、し、え

し、いえ

いいえ

し、し、え

いし、え

いいえ

L、し、え

し、し、え

いいえ

ロ

ロ

ロ

』

V

」
V

」

v
h
v
h
h
h
v
h
h
v

ftc、

U主L、

日生れ

〔
この欄は記入しないで下さい

月年昭和生年月日

〕組

子どもの名前(

クラスの名前(

現在の御家庭の家族

父 才

母才

兄 人

姉人

弟人

妹人
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